
 

 

 

 

〔 概 要 〕  

 中 国 で は 、 発 明 、 実 ⽤ 新 案 、 意 匠 の ３ つ が 「 発 明 創 造 」 と い う 概 念 に 包 含 さ れ て

お り 、 こ の 発 明 創 造 が 「 専 利 法 」 と い う １ つ の 法 律 で 保 護 さ れ て い ま す 。 つ ま り 、

⽇ 本 に お け る 特 許 法 、 実 ⽤ 新 案 法 、 及 び 意 匠 法 が 、 中 国 で は 専 利 法 と い う １ つ の 法

律 に 統 合 さ れ て い ま す 。 こ の 専 利 法 の 他 、「 実 施 細 則 （ ⽇ 本 の 政 令 に 対 応 ）」 と 「 審

査 指 南 （ ⽇ 本 の 審 査 基 準 に 対 応 ）」 が 定 め ら れ て い ま す 。  

 最 新 の 専 利 法 は 、 第 3 次 改 正 専 利 法 (2008 年 12 ⽉ 27 ⽇ 公 布 )(2009 年 10 ⽉ 1

⽇ 施 ⾏ )で す 。 次 の 改 正 法 で あ る 第 ４ 次 改 正 専 利 法 は 、 2017 年 以 降 に 公 布 さ れ る ⾒

通 し で す 。  

 

〔 特 許 要 件 〕  

１ ． 保 護 対 象  

 発 明 は 、「 製 品 、 ⽅ 法 、 ⼜ は こ れ ら の 改 良 に つ い て の 新 規 な 技 術 上 の 解

決 」 で あ る と 定 義 さ れ て い ま す (2 条 )。  

（ １ ） 保 護 対 象 に な ら な い も の  

 以 下 の も の に は 特 許 権 が 付 与 さ れ ま せ ん (25 条 )。  

① 科 学 上 の 発 ⾒  

② 知 的 活 動 の 規 則 及 び ⽅ 法  

③ 疾 病 の 診 断 及 び 治 療 ⽅ 法  

④ 動 物 と 植 物 の 品 種 （ こ れ ら の ⽣ 産 ⽅ 法 を 除 く ）  

⑤ 原 ⼦ 核 変 換 ⽅ 法 を ⽤ い て 取 得 し た 物 質  

⑥ 平 ⾯ 印 刷 物 の 図 案 、⾊ 彩 ⼜ は 両 者 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 作 成 さ れ 、

主 に 表 ⽰ を 機 能 と す る 設 計  

２ ． 実 ⽤ 性  

 発 明 は 、 実 ⽤ 性 を 有 す る も の で な け れ ば な り ま せ ん (22 条 )。  

 実 ⽤ 性 と は 、 発 明 が 産 業 上 に お い て 製 造 ⼜ は 使 ⽤ で き 、 か つ 、 積 極 的 な

効 果 を ⽣ み 出 す こ と が で き る こ と を 意 味 し ま す (22 条 ､指 南 5 章 -2)。  

（ １ ） 実 ⽤ 性 が な い 発 明  

 以 下 の も の に は 特 許 権 が 付 与 さ れ ま せ ん (指 南 5 章 -2)。  

① 再 現 性 の な い も の  

② ⾃ 然 法 則 に 反 す る も の  
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③ 特 定 の ⾃ 然 条 件 を 利 ⽤ し て 作 ら れ 、 移 動 で き な い 製 品  

④ ⼈ 体 ⼜ は 動 物 体 に 対 す る ⾮ 治 療 ⽬ 的 の 外 科 ⼿ 術 ⽅ 法  

⑤ 極 限 状 態 に お け る ⼈ 体 ⼜ は 動 物 体 の ⽣ 理 パ ラ メ ー タ の 測 量 ⽅ 法  

⑥ 積 極 的 な 効 果 が な い も の  

３ ． 新 規 性  

 発 明 は 、 新 規 性 を 有 す る も の で な け れ ば な り ま せ ん (22 条 )。  

（ １ ） 新 規 性 が な い 発 明  

 以 下 の も の に は 特 許 権 が 付 与 さ れ ま せ ん (指 南 3 章 -2)。  

① 現 有 技 術 に 該 当 す る 発 明  

 現 有 技 術 と は 、出 願 ⽇（ 優 先 権 が あ る 場 合 に は 、優 先 権 ⽇ ）以 前

に 国 内 外 で 公 然 知 ら れ た 技 術 を 指 し ま す 。 旧 法 で は 、「 国 内 」 で 公

知 と な っ た 場 合 に 新 規 性 が な い と す る「 相 対 的 新 規 性 」が 採 ⽤ さ れ

て い ま し た が 、 新 法 で は 、「 国 内 お よ び 外 国 」 で 公 知 と な っ た 場 合

に 新 規 性 が な い と す る 「 絶 対 的 新 規 性 」 が 採 ⽤ さ れ ま し た 。  

② 出 願 ⽇ 以 前 に 専 利 局 に 出 願 さ れ 、か つ 出 願 ⽇ 以 降（ 出 願 ⽇ を 含 む ）

に 公 開 さ れ た 専 利 出 願 書 類 、若 し く は 公 告 さ れ た 専 利 書 類 に 記 載

さ れ て い る 発 明  

 ⽇ 本 に お け る 拡 ⼤ 先 願 の 地 位 に 対 応 す る 規 定 で あ り 、後 願 の ク レ

ー ム に 記 載 さ れ た 発 明 は 、先 願 の 明 細 書 や 図 ⾯ に 記 載 さ れ て い る 場

合 に は 、新 規 性 ⽋ 如 を 理 由 に 拒 絶 さ れ る こ と に な り ま す 。こ の よ う

な 先 願 は 、 中 国 で は 「 抵 触 出 願 」 と 呼 ば れ て い ま す 。  

 ⽇ 本 と は 異 な り 、発 明 者 同 ⼀ や 出 願 ⼈ 同 ⼀ の 先 願 も 抵 触 出 願 に 含

ま れ る た め 、 欧 州 特 許 条 約 （ EPO） と 同 様 に 、 ⾃ ⼰ の 後 願 が ⾃ ⼰ の

先 願 に よ っ て 新 規 性 ⽋ 如 を 理 由 に 拒 絶 さ れ る こ と（ ⾃ ⼰ 衝 突 (Se l f-

Co l l i s i on )） が あ り 、 注 意 が 必 要 で す 。  

４ ． 拡 ⼤ さ れ た 先 願 の 地 位  

 上 記 の 抵 触 出 願 の 説 明 を ご 参 照 下 さ い 。  

５ ． 創 造 性  

 発 明 は 、 創 造 性 を 有 す る も の で な け れ ば な り ま せ ん (22 条 )。  

 創 造 性 と は 、⽇ 本 に お け る 進 歩 性 に 対 応 す る 概 念 で あ り 、出 願 ⽇ 前 に 存

在 す る 現 有 技 術 に ⽐ べ て 、当 該 発 明 に 際 ⽴ っ た 実 質 的 特 徴 及 び 顕 著 な 進 歩

が あ る こ と を 意 味 し ま す (22 条 )。  

（ １ ） 抵 触 出 願  

 創 造 性 の 判 断 に お い て は 、抵 触 出 願 は 現 有 技 術 に は 含 ま れ ま せ ん 。

こ の 点 は 、進 歩 性 の 判 断 に お い て 、拡 ⼤ 先 願 を 考 慮 し な い ⽇ 本 法 と



共 通 し て い ま す (指 南 3 章 -2-2 .1 )。  

（ ２ ） 突 出 し た 実 質 的 特 徴  

 発 明 に 突 出 し た 実 質 的 特 徴 が あ る と は 、 発 明 が 当 業 者 に と っ て

現 有 技 術 と ⽐ べ て ⾮ ⾃ 明 的 で あ る こ と を 意 味 し ま す 。当 業 者 が 、現

有 技 術 に 基 づ い て 、単 な る 論 理 的 な 分 析 や 推 理 、あ る い は 限 ら れ た

試 験 に よ り 得 ら れ る よ う な 発 明 は 、⾃ 明 的 で あ り 、突 出 し た 実 質 的

特 徴 を 具 備 し な い と 判 断 さ れ ま す (指 南 3 章 -2-2 .2 )。  

（ ３ ） 顕 著 な 進 歩  

 発 明 に 顕 著 な 進 歩 が あ る と は 、発 明 が 現 有 技 術 よ り も 有 益 な 技

術 的 効 果 を も た ら す こ と を 意 味 し ま す 。例 え ば 、発 明 で 現 有 技 術

に 存 在 す る ⽋ 陥 や 不 ⾜ を 克 服 し た 場 合 、技 術 的 問 題 の 解 決 に 構 想

の 異 な る 技 術 ⽅ 案 を 提 供 し た 場 合 、新 規 な 技 術 発 展 の 傾 向 を 表 し

て い る 場 合 な ど が 該 当 し ま す (指 南 3 章 -2-2 .2 )。  

６ ． 先 願 主 義 と ⼆ 重 特 許 の 禁 ⽌  

 同 ⼀ の 発 明 に つ い て は 、最 先 の 出 願 ⼈ の み が 特 許 を 受 け る こ と が で き ま

す (9 条 )。  

 た だ し 、中 国 に お い て は 、同 ⼀ の 発 明 に つ い て 特 許 と 実 ⽤ 新 案 の 両 ⽅ を

同 ⽇ に 出 願 す る「 特 許 /実 ⽤ 新 案 同 ⽇ 出 願 」が 可 能 で す (9 条 ､細 則 41 条 )。

こ の 同 ⽇ 出 願 を ⾏ っ た 場 合 、実 ⽤ 新 案 出 願 に つ い て は 、無 審 査 で 先 に 登 録

さ れ ま す 。 こ の こ と に よ り 、 早 期 に 実 ⽤ 新 案 権 を 取 得 し て 、 実 ⽤ 新 案 を 保

護 す る こ と が で き ま す 。特 許 出 願 に つ い て は 、特 許 出 願 の 実 体 審 査 に お い

て 拒 絶 理 由 が ⾒ つ か ら な か っ た 場 合 に は 、審 査 官 よ り 、実 ⽤ 新 案 権 を 放 棄

す る こ と を 要 求 す る 通 知 が 発 せ ら れ ま す の で 、こ の 通 知 か ら 所 定 期 間 内 に

実 ⽤ 新 案 権 を 放 棄 す る こ と で 、特 許 権 を 取 得 す る こ と が で き ま す 。こ の こ

と に よ り 、 ⻑ い 保 護 期 間 で 発 明 を 保 護 す る こ と が 可 能 で す 。  

７ ． 不 登 録 事 由  

 他 の 登 録 要 件 を 具 備 す る 発 明 で あ っ て も 、以 下 の も の は 、特 許 を 受 け る

こ と が で き ま せ ん (5 条 )。  

（ １ ） 法 律 と 公 序 良 俗 に 反 す る 発 明 や 、 公 共 利 益 を 妨 害 す る 発 明  

（ ２ ）法 律 と ⾏ 政 法 規 の 規 定 に 違 反 し て 遺 伝 資 源 を 獲 得 し 、ま た は 利 ⽤ し 、

当 該 遺 伝 資 源 に 依 存 し て 完 成 し た り し た 発 明  

 

〔 特 許 出 願 〕  

１ ． 概 要  

（ １ ） 出 願 書 類  



 特 許 出 願 に は 、 以 下 の 書 類 を 含 め な け れ ば な り ま せ ん (19 条 ､26

条 ､30 条 )。  

 ① 願 書  

 ② 明 細 書 （ 説 明 書 ）  

 ③ 要 約 （ 概 要 ）  

 ④ ク レ ー ム （ 権 利 請 求 書 、 権 利 要 求 書 ）  

 ⑤ 必 要 な 図 ⾯  

 ⑥ 特 許 代 理 機 構 に 委 任 し て 出 願 を 提 出 す る 場 合 に は 、 委 任 状  

 ⑦ 優 先 権 主 張 時 は 、 優 先 権 証 明 書  

（ ２ ） 出 願 ⾔ 語  

 出 願 書 類 は 、中 国 語（ 簡 体 字 ）で 記 載 し な け れ ば な り ま せ ん (細 則

3)。  

 な お 、 簡 体 字 は 、 台 湾 出 願 時 に 使 ⽤ す る 繁 体 字 と は 異 な る た め 、

注 意 が 必 要 で す 。  

２ ． 主 た る 出 願 書 類 の 内 容  

（ １ ） 明 細 書  

 明 細 書 に は 、 当 該 発 明 の 技 術 分 野 の 当 業 者 が 当 該 発 明 を 実 現 で き

る よ う に 、発 明 を 明 瞭 か つ 完 全 に 説 明 し な け れ ば な り ま せ ん (26 条 )。

明 瞭 と は 、 発 明 が 明 確 で あ る と 共 に 明 細 書 の 記 載 が 正 確 で あ る こ と

を 意 味 し 、 完 全 と は 、 明 細 書 に 当 該 発 明 の 理 解 と 実 現 に 必 要 な 全 て

の 関 連 技 術 内 容 が 含 ま れ て い る こ と を 意 味 し ま す 。  

 具 体 的 に は 、 明 細 書 に は 、 以 下 の 事 項 を 記 載 し ま す (細 則 17)  。  

① 技 術 分 野  

② 背 景 技 術 （ 発 明 の 理 解 、 検 索 、 審 査 に 有 ⽤ な 背 景 技 術 ）  

③ 発 明 の 内 容 （ 技 術 的 課 題 、 技 術 ⽅ 案 、 及 び 有 益 な 効 果 ）  

④ 図 ⾯ の 説 明  

⑤ 具 体 的 な 実 施 形 態 （ 最 良 と 出 願 ⼈ が 考 え る 形 態 ）  

（ ２ ） ク レ ー ム  

 ク レ ー ム に は 、明 細 書 を 根 拠 と し て 、保 護 を 求 め る 範 囲 を 明 確 か つ

簡 潔 に 記 載 し な け れ ば な り ま せ ん (26 条 )。  

① 独 ⽴ ク レ ー ム と 従 属 ク レ ー ム  

 ク レ ー ム と し て は 、独 ⽴ ク レ ー ム と 従 属 ク レ ー ム を 含 め る こ と が で

き ま す (細 則 20)。  

 独 ⽴ ク レ ー ム に は 、発 明 の 技 術 ⼿ 段 を 全 体 的 に 記 載 し 、技 術 問 題 を

解 決 す る た め に 必 要 な 技 術 特 徴 を 記 載 し ま す (細 則 20)。具 体 的 に は 、



最 も 近 い 既 存 技 術 と 共 通 す る 技 術 的 特 徴 を 記 載 し た 「 前 提 部 分 」 と 、

最 も 近 い 既 存 技 術 と 異 な る 技 術 的 特 徴 を 記 載 し た「 特 徴 部 分 」と を 有

す る ２ 部 形 式 で 記 載 し ま す (細 則 21)。  

 従 属 ク レ ー ム に は 、引 ⽤ す る ク レ ー ム を 限 定 す る 、付 加 的 な 技 術 特

徴 を 記 載 し ま す (細 則 20)。 具 体 的 に は 、 引 ⽤ す る ク レ ー ム の 番 号 と

発 明 の 名 称 を 記 載 し た「 引 ⽤ 部 分 」と 、付 加 的 な 技 術 的 特 徴 を 記 載 し

た 「 限 定 部 分 」 と を 有 す る 形 式 で 記 載 し ま す (細 則 22)。  

② 従 属 形 式 の 制 限  

 従 属 ク レ ー ム と し て は 、多 数 項 従 属 ク レ ー ム を 含 め る こ と が で き ま

す が 、選 択 的 な 従 属 の み が 許 容 さ れ ま す 。多 数 項 － 多 数 項 従 属 ク レ ー

ム は 認 め ら れ て い ま せ ん (細 則 22)。  

③ ク レ ー ム の 数  

 ク レ ー ム の 数 に つ い て は 制 限 が あ り ま せ ん 。  

 た だ し 、ク レ ー ム の 数 が １ ０ を 超 え る 場 合 に は 、超 過 の ク レ ー ム に

つ い て １ 項 毎 に 追 加 料 ⾦ を 納 付 し な け れ ば な り ま せ ん 。中 国 へ の 直 接

出 願 の 場 合 、追 加 料 ⾦ は 中 国 出 願 時 の ク レ ー ム の 数 に 基 づ い て 算 定 さ

れ 、出 願 後 の 補 正 に よ り ク レ ー ム の 数 が 増 加 し て も 追 加 料 ⾦ は 課 さ れ

ま せ ん の で 、出 願 後（ 出 願 と 同 時 で は な い ）の ⾃ 発 補 正 に よ り ク レ ー

ム の 数 を 増 や す こ と で 、追 加 料 ⾦ を 回 避 す る こ と が 可 能 で す 。た だ し 、

PCT 経 由 の 出 願 の 場 合 、追 加 料 ⾦ は 国 際 公 開 公 報 の ク レ ー ム の 数 に よ

り 算 定 さ れ る た め 、 注 意 が 必 要 で す 。  

（ ３ ） 必 要 な 図 ⾯  

 発 明 を 明 確 か つ 完 全 に 説 明 す る た め に 必 要 な 場 合 に は 、図 ⾯ を 添 付

し な け れ ば な り ま せ ん (26 条 )。  

３ ． 単 ⼀ 性  

 １ 件 の 出 願 に は 、１ つ の 全 体 的 な 発 明 構 想 に 属 す る ２ つ 以 上 の 発 明 を 含

め る こ と が で き ま す (31 条 )。  

 こ の 「 １ つ の 全 体 的 な 発 明 構 想 に 属 す る ２ つ 以 上 の 発 明 」 と は 、 技 術 的

に 相 互 に 関 連 し 、１ つ ⼜ は 複 数 の 同 ⼀ ⼜ は 相 応 す る 特 定 の 技 術 的 特 徴 を 備

え た 発 明 を 意 味 し ま す 。 ま た 、「 特 定 の 技 術 的 特 徴 」 と は 、 各 発 明 を 全 体

と し て 把 握 し た 場 合 に 、既 存 技 術 に 対 す る 貢 献 が あ る 技 術 的 特 徴 を 意 味 し

ま す (細 則 34)。  

 

〔 特 殊 な 出 願 〕  

１ ． 分 割 出 願  



 特 許 出 願 が ２ 以 上 の 発 明 を 含 む 場 合 、出 願 ⼈ は ⾃ 発 的 に 、⼜ は 審 査 官 の

審 査 意 ⾒ に よ り 、 分 割 出 願 を ⾏ う こ と が で き ま す 。 た だ し 、 既 に 却 下 さ れ

た 出 願 、取 り 下 げ ら れ た 出 願 、あ る い は 取 り 下 げ ら れ た も の と み な さ れ た

出 願 に つ い て は 、 分 割 出 願 を ⾏ う こ と は で き ま せ ん (細 則 42)。  

２ ． 変 更 出 願  

 変 更 出 願 は 規 定 さ れ て い ま せ ん 。  

 な お 、 特 許 /実 ⽤ 新 案 同 ⽇ 出 願 に つ い て は 、 上 記 「 先 願 主 義 と ⼆ 重 特 許

の 禁 ⽌ 」 の 項 を ご 参 照 下 さ い 。  

３ ． 国 内 優 先 出 願  

 中 国 で 初 め て 特 許 出 願 を 提 出 し た ⽇ か ら １ ２ か ⽉ 以 内 に 、同 ⼀ の 主 題 に

つ い て 、最 初 の 特 許 出 願 に 基 づ く 優 先 権 を 主 張 し て 特 許 出 願 を ⾏ う こ と が

で き ま す (29 条 )。  

 た だ し 、 以 下 の い ず れ か の 事 情 が あ る 場 合 を 除 き ま す (細 則 32)。  

（ １ ） 最 初 の 特 許 出 願 に 基 づ い て 既 に 外 国 ⼜ は ⾃ 国 で 優 先 権 を 主 張 し て い

る 場 合 。  

（ ２ ） 最 初 の 特 許 出 願 に 既 に 特 許 権 が 付 与 さ れ て い る 場 合 。  

（ ３ ） 最 初 の 特 許 出 願 が 分 割 出 願 で あ る 場 合 。  

４ ． 外 国 語 書 ⾯ 出 願  

 外 国 語 書 ⾯ 出 願 は 規 定 さ れ て い ま せ ん 。  

５ ． 仮 出 願  

 仮 出 願 は 規 定 さ れ て い ま せ ん 。  

６ ． 秘 密 特 許  

 国 家 の 安 全 ⼜ は 重 ⼤ 利 益 に 影 響 す る 発 明 に つ い て は 、秘 密 に さ れ る 可 能

性 が あ り ま す (4 条 ､細 則 7)。  

 秘 密 に す る こ と の 請 求 は 、出 願 ⼈ が 提 出 す る こ と も で き 、あ る い は 国 務

院 特 許 ⾏ 政 部 ⾨ が 職 権 に よ り ⾏ い ま す 。  

 

〔 出 願 審 査 〕  

１ ． 概 要  

 予 備 審 査 （ ⽅ 式 審 査 ） を 経 て 実 体 審 査 が ⾏ わ れ ま す 。  

 実 体 審 査 に つ い て は 、 審 査 請 求 制 度 が 採 ⽤ さ れ て い ま す 。  

２ ． 予 備 審 査  

 出 願 ⽇ の 認 定 要 件 の 他 、 以 下 が 審 査 さ れ ま す (細 則 44)  。  

（ １ ） 不 登 録 事 由 (5 条 ) 

（ ２ ） 保 護 対 象 (2 条 ､25 条 )  



（ ３ ） 外 国 ⼈ の 出 願 適 格 (18 条 ､19 条 )  

（ ４ ） 秘 密 保 持 (20 条 ) 

（ ５ ） 提 出 書 類 及 び 記 載 事 項 (26 条 ､細 則 16､17~21､26)  

（ ６ ） 単 ⼀ 性 (31 条 ) 

（ ７ ） そ れ ま で に ⾏ っ た 補 正 に よ る 明 ら か な 新 規 事 項 の 追 加 の 有 無 (33 条 ) 

 ⽅ 式 違 反 が あ っ た 場 合 、補 正 通 知 書 ⼜ は 審 査 意 ⾒ 通 知 書 が 出 願 ⼈ に 通 知

さ れ ま す 。 出 願 ⼈ は 、 指 定 期 限 内 に 、 補 正 を ⾏ い ⼜ は 意 ⾒ 書 を 提 出 し な け

れ ば な ら な り ま せ ん 。指 定 期 限 内 に 応 答 し な か っ た 場 合 、出 願 が 取 り 下 げ

ら れ る と み な さ れ ま す 。  

３ ． 審 査 請 求  

 出 願 ⼈ は 、出 願 ⽇ か ら ３ 年 以 内 に 、実 体 審 査 の 請 求 を ⾏ う こ と が で き ま

す 。こ の 期 間 内 に 、正 当 な 理 由 が な く 実 体 審 査 の 請 求 が ⾏ わ れ な か っ た 場

合 に は 、 出 願 は 取 り 下 げ ら れ た も の と み な さ れ ま す (35 条 )。  

４ ． 先 ⾏ 技 術 ⽂ 献 の 提 出  

 出 願 ⼈ は 、審 査 請 求 を ⾏ う 際 に 、出 願 ⽇ 前 の 当 該 発 明 に 係 る 参 考 ⽂ 献 を

提 出 し な け れ ば な ら な り ま せ ん (36 条 )。  

 ま た 、審 査 官 は 、対 応 外 国 出 願 に つ い て の 情 報 を 所 定 期 間 内 に 提 出 す る

よ う に 要 求 す る こ と が で き 、出 願 ⼈ が 正 当 な 理 由 な く 情 報 を 提 出 し な い 場

合 に は 、 出 願 が 取 り 下 げ ら れ た も の と み な さ れ ま す (36 条 )。  

 審 査 請 求 時 に 提 出 が 求 め ら れ て い る 「 参 考 ⽂ 献 」 と は 、 通 常 は 、 明 細 書

に 記 載 し た 従 来 技 術 で ⾜ り 、こ れ 以 外 の 資 料 を 審 査 請 求 時 に 提 出 す る 必 要

は あ り ま せ ん 。 こ の た め 、 審 査 請 求 後 に 審 査 官 か ら 要 求 が あ っ た 場 合 に 、

対 応 外 国 出 願 の 情 報 を 提 出 す れ ば ⼗ 分 で す 。  

５ ． 実 体 審 査  

（ １ ） 補 正 期 限  

 出 願 ⼈ は 、 実 体 審 査 の 請 求 時 、 ⼜ は 実 体 審 査 に ⼊ る 旨 の 通 知 を 国

務 院 特 許 ⾏ 政 部 ⾨ か ら 受 領 し た ⽇ か ら ３ か ⽉ 以 内 に 、 出 願 を 補 正 す

る こ と が で き ま す (細 則 51)。  

（ ２ ） 実 体 審 査 ⼿ 続  

① 審 査 意 ⾒ 通 知 書  

 審 査 官 は 、 拒 絶 理 由 を 発 ⾒ し た 場 合 に は 、 審 査 意 ⾒ 通 知 書 に

よ り 、審 査 結 論 を 出 願 ⼈ に 通 知 し ま す (37 条 )。出 願 ⼈ は 審 査 意

⾒ 通 知 書 で 指 定 さ れ た 期 間 内 に 応 答 し な け れ ば な り ま せ ん 。 正

当 な 理 由 が な く 応 答 期 限 内 に 出 願 ⼈ が 応 答 し な い 場 合 に は 、 出

願 が 取 り 下 げ ら れ た も の と み な さ れ ま す (37 条 )。  



② 拒 絶 査 定 通 知  

 国 務 院 特 許 ⾏ 政 部 ⾨ は 、 出 願 ⼈ が 審 査 意 ⾒ 通 知 書 に 対 し て 意

⾒ を 陳 述 し ⼜ は 補 正 を ⾏ っ た 後 も 、 拒 絶 理 由 が 解 消 し な い 場 合

に は 、 拒 絶 査 定 を 通 知 し ま す (38 条 )。  

③ 特 許 権 付 与 通 知  

 出 願 に 拒 絶 理 由 が な い 場 合 、 あ る い は 拒 絶 理 由 が 出 願 ⼈ に よ

る 意 ⾒ 陳 述 ⼜ は 補 正 に よ り 解 消 し た 場 合 に は 、 国 務 院 特 許 ⾏ 政

部 ⾨ は 、 特 許 権 付 与 通 知 を 発 ⾏ し ま す 。 こ の 特 許 権 付 与 通 知 の

受 領 ⽇ か ら ２ か ⽉ 以 内 に 登 録 ⼿ 続 を し た 場 合 に は 出 願 公 告 が

⾏ わ れ 、 公 告 ⽇ に 特 許 権 が 付 与 さ れ て 、 特 許 証 が 発 ⾏ さ れ ま す

(39 条 ､細 則 54)。  

 

〔 審 査 結 果 に 対 す る 不 服 申 し ⽴ て 〕  

１ ． 拒 絶 査 定 を 不 服 と す る 復 審 （ 拒 絶 査 定 不 服 審 判 ）  

（ １ ） 要 件  

 出 願 ⼈ は 、 国 務 院 特 許 ⾏ 政 部 ⾨ の 拒 絶 査 定 に 対 し て 不 服 が あ る 場

合 、 拒 絶 査 定 通 知 を 受 け 取 っ た ⽇ か ら ３ か ⽉ 以 内 に 、 専 利 復 審 委 員

会 に 復 審 を 申 し ⽴ て る こ と が で き ま す (41 条 )。復 審 ⼿ 続 は 、出 願 ⼈

の み が 請 求 可 能 で す 。  

（ ２ ） 効 果  

 復 審 請 求 書 は 、 国 務 院 特 許 ⾏ 政 部 ⾨ で 審 査 を ⾏ っ た 審 査 部 に 回 送

さ れ 、 こ の 審 査 部 に よ る 審 査 が ⾏ わ れ ま す 。 審 査 部 が 先 の 決 定 を 取

り 消 す こ と に 同 意 し た 場 合 、 こ の 決 定 に 基 づ い て 、 専 利 復 審 委 員 会

が 審 決 を ⾏ い ま す (細 則 62)。  

２ ． 審 決 取 消 訴 訟  

（ １ ） 要 件  

 出 願 ⼈ は 、 専 利 復 審 委 員 会 の 審 決 に 不 服 が あ る 場 合 、 審 決 を 受 け

取 っ た ⽇ か ら ３ か ⽉ 以 内 に 、 ⼈ ⺠ 法 院 に 訴 訟 を 提 起 す る こ と が で き

ま す (41 条 )。  

（ ２ ） 効 果  

 ⼈ ⺠ 法 院 は 、 専 利 復 審 委 員 会 の 審 決 の 破 棄 や 、 専 利 復 審 委 員 会 へ

の 審 理 差 戻 し を ⾏ う こ と が で き ま す 。  

 ⼈ ⺠ 法 院 の 第 ⼀ 審 判 決 に 不 服 が あ る 場 合 、 出 願 ⼈ は 、 判 決 書 が 送

達 さ れ た ⽇ か ら １ ５ ⽇ 以 内 に 、 上 級 の ⼈ ⺠ 法 院 に 上 訴 を 提 起 す る こ

と が で き ま す 。 こ の 期 間 内 に 上 訴 が 提 出 さ れ な か っ た 場 合 に は 、 ⼈



⺠ 法 院 の 第 ⼀ 審 判 決 が 確 定 し ま す 。  

 

〔 備 考 〕  

1 .根 拠 条 ⽂ 等  

 こ の 情 報 は 、 以 下 の 法 律 に 基 づ い て 作 成 し て お り ま す 。 そ の 後 の 改 正 に ご

留 意 下 さ い 。  

 中 華 ⼈ ⺠ 共 和 国 専 利 法 (第 3 次 改 正 )(2008 年 12 ⽉ 27 ⽇ 公 布 )(2009 年

10 ⽉ 1 ⽇ 施 ⾏ ) 

 中 華 ⼈ ⺠ 共 和 国 専 利 法 実 施 細 則 (2010 年 2 ⽉ 1 ⽇ 施 ⾏ ) 

 中 華 ⼈ ⺠ 共 和 国 専 利 法 審 査 指 南 (2010 年 2 ⽉ 1 ⽇ 施 ⾏ ) 

２ .参 考 ⽂ 献 等  

 外 国 産 業 財 産 権 制 度 情 報 （ 特 許 庁 ）  

 外 国 特 許 制 度 【 ア ジ ア 編 】（ ⻫ 藤 達 也 編 著 、 発 明 協 会 、 2009 年 11 ⽉ ）  


